
県地域防災計画（原子力編）に基づく避難の考え方 
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PAZ（5キロ圏内） 
東通村約3，000人 

UPZ（5～30キロ圏内） 
東通村、むつ市 
横浜町、六ヶ所村 

野辺地町  
約70，000人 

施設敷地緊急 
事態要避難者の 
避難 

一般住民避難 屋内退避 

UPZ（5～30キロ圏内） 
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○数時間以内に区域を特定 
ＯＩＬ１（500μSv/ｈ）を超えた地
区住民の避難 

○1日以内に区域を特定 
ＯＩＬ２（20μSv/ｈ）を超えた地

区住民の一時移転 
（※１週間程度内に実施） 
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放射性物質の拡散シミュレーションの試算結果について 

（原子力規制庁：平成２４年１０月公表、１２月修正） 

○計算の概要 

  年間の気象データから、放射性物質が拡散する方位、距離を計算し、目安線量※（100ミリ

シーベルト/7日間）となる距離を試算する。 

※：外部・内部の被ばくの合計で実効線量が７日間で100ミリシーベルト（IAEAにおいて避難が

必要とすべき線量基準に準拠） 

○解析条件 

 ・放出量：東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故時における１～３号機の３機分の総

放出量に東北電力（株）東通原子力発電所の出力と福島第一原子力発電所１～３号

機の合計出力の比（0.54）を乗じて算出。 

 ・放出時間：10時間 

○試算結果の概要 

 陸域で見た場合、東通村原子力発電所における１年間の風向頻度から北西、西北西、西及び

西南西の方位に影響が認められる試算結果となった。 
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検討の進め方の一例 

PAZ（５キロ圏内） 

全面緊急事態（放出前）避難 

UPZ（５～30キロ圏内） 

全面緊急事態（放出前）屋内退避 

拡散シミュレーションの試算結果を参考に

ＯＩＬ１の区域を想定し避難への対応を検

討する（例） 

（参考 1） 

OIL１：毎時 500マイクロシーベルト 

OIL2 ：毎時 20マイクロシーベルト 

（参考 2） 

原子力規制委員会が 5 月末に東京電力福島第一原子力

発電所事故の 100 分の１のオーダーであるセシウム

137 が 100 テラベクレル放出されるような仮想的原子

力発電所事故を前提に試算した結果では IAEA の避難

判断基準を上回るのは PAZの範囲内と試算されている 

【検討の進め方】 

○全面緊急事態（放出前）の発生による

ＰＡＺ圏内住民の避難に係る対応 

○放出後、ＯＩＬ１に基づくＵＰＺ圏内

住民の避難に係る対応 

○放出後、ＯＩＬ２に基づくＵＰＺ圏内

住民の一時移転に係る対応 
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